
第１３回 いしかわっ子駅伝交流大会要項 

 

１ 目  的   駅伝競走を通して、心身の健全な育成と児童相互の親睦を図るとともに、小学 

生期の長距離走・持久走の正しい技能の習得を目指す。 

２ 主  催  石川県  石川県教育委員会 

３ 主  管  いしかわっ子駅伝交流大会実行委員会 

４ 後  援  北國新聞社 

５ 協  力  一般財団法人石川陸上競技協会 

６ 期  日    平成３０年１１月３日（土・祝）雨天決行 

７ 日  程    選手受付（競技場入口）      ７時３０分～８時１５分  

                監督会議（会議室）        ８時３０分～８時４０分  

        開会式 （陸上競技場内）     ９時００分～９時１０分 

        競技スタート時間  女子の部   ９時４０分 男子の部  １０時３０分 

                 男子記録会 １１時２０分 女子記録会 １１時４０分 

        閉会式 （陸上競技場内）   １２時２０分～ 

                （但し、エントリーが多いときには競技時間を変更する場合もある） 

８ 会  場    西部緑地公園陸上競技場周辺特設周回コース、開・閉会式は陸上競技場内 

９ 競技方法  （１）周回コース（１．５km：１人１周）を５人で継走する。 

        （２）男女各チームとも、競技者７名と引率者１名の計８名で構成されるチーム 

      であること。(競技者５～６名と引率者１名でもチームとして可)競技者７名 

           の中から５名が駅伝に出場し、２名は記録会に出場できる。 

               （３）記録会の出場数が多い場合は、２組タイムレースとする。 

10 参加資格  （１）小学校５・６年生（該当の学齢期に限る）、各校男女各１チームとするが、小学 

校５・６年生が単級で児童数が少ないためチームが組めない場合は、各市町内の 

２校合同チームで出場することができる。 

（２）小学５・６年生が単級で児童数が少ないためチームが組めず、かつ各市町内にお 

いても合同チームが組めない場合に限り、記録会のみの出場を認める。ただし、 

各校男女各２名を上限とする。 

（３）出場選手は、あらかじめ健康診断を受け、学校長及び保護者の承認を必要とする。 

（４）万が一の事故に備え、日本スポーツ振興センターの適用を受けるため引率責任者 

は出場校の教員であること。ただし、引率責任者は監督を兼ねることができる。 

11 参 加 料  無 料 

12 申込方法  提出先 県民文化スポーツ部スポーツ振興課ホームページ

（http://www.pref.ishikawa.lg.jp/sports/ekiden/ekiden.html）上にあるデー 

タ（参加申込書：別紙様式①又は②をダウンロードし、該当事項を明記し、 

学校長の押印後、所管市町育委員会へ提出する。 

             さらに、参加申込書を実行委員会事務局(e-iwa@pref.ishikawa.lg.jp)まで 

直接データ（エクセル）で送信すること。 

            なお、参加承諾書（別紙様式④）については学校長が保管すること。 

        締切日 平成３０年１０月３日（水）必着 期限厳守 

13  表  彰  （１）男女各１位～８位のチームを表彰する。上位３チームにはトロフィーと個人メ 

ダルを授与する。 

        （２）男女各区間の１位から８位までを区間賞として表彰する。 

        （３）記録会は男女各上位８位まで表彰する。 

        （４）参加選手全員に記録がわかる記録証を授与する。 

        （５）実行委員会の選考により敢闘賞を授与する。 

              ※単級クラスで、８位入賞できなかった最上位のチーム男女各１校 

14 競技規定  （１）競技は、2018 年度日本陸上競技連盟規則及び大会申し合せ事項による。 

 （２）第１区から第５区のオーダーは、参加申込書に記入し提出する。参加申込書提出 

後の競技者変更は、大会当日、補員をその区間の交代として受付時に選手変更届 

（別紙様式③）を提出する。なお、交代した正選手は記録会に出場できない。 

 （３）引き継ぎは、本部で準備したタグ付き「タスキ」(男子：ブルー、女子：イエ 

ロー）を用いる。 

 （４）スタート時点の整列順は、受付時の抽選により決定する。 

 （５）競技者は、受付時に配布された１枚のナンバーカードを胸に付けること。 

15 注意事項  （１）競技中に発生した傷害及び疾病については、大会本部において応急処置のみ 

            行う。 

        （２）教員以外の監督については、主催者がスポーツ安全保険に加入する。 


